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下記のどれからでも聞けます番組内容などの案内サイトはこちら→ https://pchann.jimdofree.com/ 

☆apple podcast/ 

https://podcasts.apple.com/jp/podcast/%E5%9D%82%EF%A8%91%E9%9A%86%E6%B5%A9%E3%81%AE%E4%BF%9D%E8%82%B2stand-by-

you/id1562073430 

☆spotify 

https://open.spotify.com/show/7h7gKV6dbjyOUPDTkHiB5U 

☆google podcast 

https://www.google.com/podcasts?feed=aHR0cHM6Ly9hbmNob3IuZm0vcy81NTY5OGMxNC9wb2RjYXN0L3Jzcw== 
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保育界【シリーズ/保育の未来像】 

テーマ 社会変容がもたらす保育のあり方 ～今後の保育ビジョンを考える～ 
 

【文字数】。執筆者は 1600 字となります。 

書き方は、「～である調」でお書きください。※指定された文字数でまとめていただきますようお願いします。 

【提出方法】 

 ワードにて指定文字数を記入の上、坂﨑会⾧と古川へ 3 月 20 日（日）までにデータで提出してください。 

 坂﨑会⾧ kodomoen.sakazaki@angel.ocn.ne.jp 古川     kaoru153@estate.ocn.ne.jp 

 

5 月第 1 章 人口動態から考える乳幼児教育・保育の課題とアプローチ 

   ◆人口減少時代の乳幼児教育・保育の環境等     

    ※人口減少化の就学前施設の現状 

第 2 章 これからの乳幼児施設の役割 

   ◆どのような教育・保育を提供すべきか～地域の中の保育施設として～ 

   保育の義務化と保育登録制、地域への 4 つのアウトリサーチを提言する 

※社会資源としての就学前施設の活用       平山(熊本) 1600 字 

 

6 月◆社会・地域の全ての子どもをはぐくむ施設のあり方 

   就労によらない施設入所と 5 歳児教育の義務化をすべきである   
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                                    勇(三重)  1600 字 

   ※就労によらない入所で安心して産める社会づくり 

第 3 章 望ましい教育・保育の提供をめざして 

   ◆施設の一元化 

   総合施設化したこども園へ一元化していくことを望む 松永(熊本)1600 字 

   ※理解しやすい就学前施設の在り方 

7 月◆施設の基準と職員の専門要件の一元化及び望ましい姿 

    個人としてのキャリアアップの位置づけを確立する坂﨑りき(青森)1600 字 

    ※職員の専門性を高めるしくみ 

第 4 章 保育教諭と園児の定数と教員資格化・評価・研修等 

   ◆発達から見る望ましい職員配置基準の考え方 本田小百合(熊本)1600 字 

8 月◆教員・教諭資格の在り方と保育教諭の働き方 

   シェアリング・アライアンス、それぞれの専門の見地からチーム教育・ 

保育を展開していく                         田中(大阪)  1600 字 

※保育の質をマネジメントする 

   ◆評価制度等の構築 

   これからの評価の流れを構築する          菊地渉(茨城)  1600 字 

   ※職員の課題を理解する 

9 月◆研修の在り方 

   学び続ける体制と環境づくりを行う        加藤(⾧野)  1600 字 

   ※職員の保育の質向上をサポート 

第 5 章 要領と指針の真の一元化 

   ◆一元化に向けて 
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   未来の子どものために考えること（主体性を育む）を忘れない 

                                   高月美(大分) 1600 字 

   ※成⾧の根っこを大事に考える 

10 月◆新子ども保育要領作成                岩橋(大分)  1600 字 

    ※どの施設でも同じナショナルミニアムで就学前教育・保育を行う 

 第 6 章 様々な地域の施設、保育の方法及び補助事業 

◆基本的地域共生社会の実現 

地域共生社会と共に進む法人改革          矢野(熊本) 1600 字 

    ※新たな社会の仕組みを考える 

11 月◆地域の捉え方とその保育の在り方 

◇待機児童地域                     青木(東京) 1600 字 

    ※大都会の地域の実情 

    ◇中間地域                        菊地晃(岩手) 1600 字 

    ※中間地域の実情 

12 月 ◇過疎地域                       椛沢伊(青森)  1600 字 

    ※過疎地の実情 

    ◆子育て支援関連の現行制度見直しと改善 

    制度の根幹問題と共に全ての子どもに対応した仕組みを望む 

                                    塩坂(東京)  1600 字 

    ※これからの子育て支援の在り方・職員の働き方 

 

1 月 第 7 章 財源と今後の法人の在り方 

    ◆法人運営における財源について 



17 
 

    公定価格と内部留保を組み合わせて進める    伊東(新潟)  1600 字 

   ※人口減少を迎え、財源の在り方 

◆これからの法人の在り方 

    保育で生き残る道筋と社会・地域貢献の必要性  永田(大阪)  1600 字 

   ※地域で必要とされる施設とは 

2 月 ◆社会福祉連携推進法人とは 

社会福祉連携推進法人の意義を考える    椛沢さやか(青森) 1600 字 

    ※人口減少時代の新たな連携 

    ◆インフラとしての保育所等 3 施設類型の是非 

    省庁再編と幼保一元化は必須である        田口(神奈川) 1600 字 

   ※子育て家庭のニーズに合った支援を進めていくためには 

3 月 ◆現行制度で 2040 を迎えられるか 

    全ての子どもを対象として現行制度を新たな仕組みに改善する 

   ※全ての子どもを社会で支える           古川(熊本)   1600 字 

◆これからの望ましい乳幼児教育・保育を目指すには  

                                   椛沢幸苗(青森) 1600 字 
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